
◉研修対象者　　主に若手職員

◉本研修のねらい
多くの自治体で若手職員のモチベーションを高めたり離職を防止するため、若手職員を対象とした「キャ

リアデザイン研修」が実施されておりますが、期待したほど効果を上げていないとのお声をいただきます。
それは、
「10年後の自分を考えましょう」
「人生設計を書きましょう」
「キャリアプランシートを作りましょう」
という内容に終始してしまうからです。
しかし現在の20～30代職員は「10年後なんて想像できません」というのが本音です。

そのため、この研修では、「未来を描く」のではなく、「仕事の意味を再発見し、自分なりの働く価値を見つ
ける」ことをねらいとし、目の前の目指す姿をリアルに考えていただきます。これによって漠然とした将来へ
の不安や、民間への転職要望ではなく、「今自分ができること」、にフォーカスしてその先を見据えることに
つながります。

◉本研修によって習得が期待できるスキル・ノウハウ
▷今の仕事に「モチベーションを感じられない理由」を明らかにします

役所の業務はルーティンに行われるものが多く、そうした業務に従事されている職員ほど、今の仕事に
対するモチベーションが下がる傾向があります。こうしたことを組織的に放置してしまうと、将来に対する
希望や業務に対する熱量も下がり、離職にもつながりかねません。まずはモチベーションを保てない理由
を共有化し、整理します。

▷自治体職員としての仕事の価値を再考いただきます
モチベーションが上がらないルーティンな業務においても、住民側から見たとき、他の職員から見たと

きなど、目線を変えてみるとその「価値」が見えてきます。人間は自らが行っていることの「価値」を見出す
とモチベーションが上がる傾向があります。グループワーク等によってこうした仕事の「価値」を共有化で
きます。

▷自分の強みや弱みを再発見でき、次の成長につながります
ワークを通じて改めて自分でも気付かない「強み」や「弱み（改善すべきこと）」を明らかにしていきます。

これによって今の仕事を進める中で伸ばしていくべきことが明確になります。10年先ではなく、半年・1年
のスパンで「なりたい自分」を再発見いただけます。



◉カリキュラム（例）
※概ね２時間コースの場合
Chapter１　なぜ今、キャリアデザインなのか
（1）自治体を取り巻く環境変化のまとめ
（２）将来性の見通せない環境の中で「不安」に思うこと

Chapter２　モチベーションが下がる理由を考える
（1）セルフワーク：最近やる気がなくなった例、やりがいを感じた仕事の例
（２）グループワーク：どのような要件があればモチベーションを高められるか

Ｃｈａｐｔｅｒ３　自治体職員としての仕事の価値とは
（１）現在の担当業務の洗い出し
（２）その仕事は誰を幸せにしているのか？

Chapter４　自分の強みを知る
（１）ペアによる「強みインタビュー」
（２）自分の強みをどう活かすか

Chapter５　キャリアアンカーを考える
（１）自治体職員には様々なキャリアがある
（２）未来への自分への第一歩

見積概算 ※２時間コース×1コマの場合
市クラス：８万円（＋交通費・宿泊費・税）

町村クラス：７万円（同上） ※コマ数、時間、お客様ニーズ等によって見積額が変動いたしますので、
事前の見積依頼をお願いいたします。


